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平成３０年度		東京都中学校理科教育研究会	 会員研究発表会の開催について	

	

	 日ごろより、東京都中学校理科教育研究会の活動にご協力をいただいておりますことに、心より感

謝申し上げます。	

本研究会では、東京都の理科担当教員の資質向上のために、日ごろの研究成果を共有し、さらに発

展・深化させることを目的に毎年研究発表会を実施しております。本年度は下記の日程により開催す

ることとなりました。つきましては、本研究発表会について関係者への周知とともに、会員研究発表

会発表者をご推薦いただきたくお願い申し上げます。	

	

記	

	

１	 開催日時	 	 	 	 平成３０年１１月１６日（金）	 午後２時から午後５時まで	

２	 会	 	 場	 	 	 	 国立科学博物館	講堂	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東京都台東区上野公園７－２０	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 JR 山手線・東京メトロ銀座・日比谷線「上野駅」下車	 徒歩５分	

３	 内	 	 容	 	 	 	 (1)	 会員による発表（各２０分程度）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (2)	 質	 疑	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (3)	 講	 評	

４	 発表者の応募方法	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 応募票・推薦票にご記入の上、９月１０日（月）までにご送付ください。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （送付先）	 研究部長	 足立区立渕江中学校	 本杉	 貴保	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 電話	03-3855-0039	 FAX	03-3885-0040	 	

e-mail：fut5.jad@adachi.ed.jp	

５	 参考（平成２９年度の発表テーマ）	

①放電実験で発生する放射線	
②導電性銅箔粘着テープを使用した教材開発	
③タブレットＰＣを活用した探究活動授業	 ～スマホ顕微鏡を用いた授業～	
④表現力を高める学習評価	
⑤自ら学んだ知識や概念を活用する学習活動を通して、科学的な見方や考え方を育成する指導
法の開発	

	 	 	 ⑥科学的思考力を高める指導法の工夫	 ～主体的に考える活動を通して～	
	
	

＊発表内容の詳細は、都中理ホームページをご覧ください。	

＊発表要項の詳細や留意事項を裏面に記載しておりますので、ご一読ください。	

	

	 （問い合わせ先）	 	 事業担当	 江戸川区立松江第二中学校	 教諭	 菰池	 哲也	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 電話	 TEL：03-3651-2546	 FAX：03-3651-8223	



平成３０年度	 都中理会員研究発表会の応募について	

①発表希望者は、応募表・推薦票の各項目に記入し、都中理研究部長あてにファック

ス、メール等で送付してください。データを都中理ホームページに掲載しています

ので、ご利用ください。なお、届いていない場合を考慮し、送付後、都中理研究部

長あて、電話で送付したことをご連絡ください。	

②発表者の確認のため、推薦者をお立て下さい。	

③推薦者は、都中理の役員、各部部長、各委員会委員長あるいは各地区の代表理事・

理科部長、先生の所属校の校長先生などにお願いしてください。	

	 推薦者の依頼方法が不明な場合がありましたら、事業担当、研究部長までご相談く

ださい。	

④ご発表を平成３１年度全中理	 兵庫大会での研究発表者として、研究部より都中理

役員会に推薦する場合があります。	

⑤研究発表の機会を均等にするため、以下の規約を設けております。	

・研究は未発表あるいは市区町村などの地区研究会、校内研修等での発表までとし、

都や全国規模での発表は対象としません。ただ、発表内容によっては研究部で検討

しますので、事業担当か研究部長にご相談ください。	

・同一の発表者が２年連続して発表はしない。	

・発表数は時間の制約からおおむね５件とし、応募が多い場合は研究部において選

考いたします。	

	 ⑥平成２９年度東京都教育委員会教育研究員の研究は発表となります。	

	

会員研究発表会の進行について	

	 ①発表の順番は研究部で設定させていただきます。授業や校務の関係で順番を入れ替

えないと発表できないなどの対応が必要な場合、事前にご相談ください。ただし、

リハーサル時間設定等の関係で、できるだけ発表会当日の校務調整をお願いいたし

ます。	

	 ②発表方法は、プレゼンテーションソフトを用いて、パソコンとプロジェクターで投

影する方法が多くされております。特殊な機材が必要な場合、発表者にご準備いた

だくことがあります。また、実際に観察実験を演示する場合、発表会場の制約や安

全確保のため、お断りする場合もあります。事前にご相談ください。	

	 ③発表の補助資料として、印刷物による資料をご準備いただきます。サイズや部数等

については、後日ご連絡いたします。	

	 ④１０月１９日(金)１５：３０～１６：３０、練馬区立大泉学園中学校にて、発表者

の打ち合わせ会を行います。ご予定下さい。	

	

	

	


